
施策評価シート（平成27年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

安全で快適な魅力あるまちづくり【都市基盤・安全】

都市景観

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●三河湾や山並みの自然の中で、良好な都市景観がゆとりとうるおいを与えてくれます。

●市民と企業、行政が協力し、地区の特色を活かした景観形成に取り組んでいます。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　都市景観の形成

2　都市景観の整備

95.1ha 95.1ha

蒲郡市緑化事業助成交付金活用件数 1件 2件 4件

項目 平成25年度実績 平成26年度実績

98.0% 98.0%

違反広告物の撤去（簡易除却の件数） 116件 121件 100件

98.0%電線類無電柱化整備率（ﾗｸﾞｰﾅ蒲郡地区、駅南地区）

公的サイン整備（本数） 0本

項目 平成25年度実績 平成26年度実績 平成27年度計画

都市計画課
区画整理課
土木港湾課

基本目標

施策名

0本 1本

地区計画の策定累計（地区整備計画の面積） 95.1ha

平成27年度計画

  快適で魅力ある都市空間や都市景観を形成するために、景観計画の策定による屋外広告物の規制誘導や地区計
画、景観協定の活用を促すとともに、市街地整備やウォーターフロントなどの景観整備、道路の無電柱化、緑とオープ
ンスペースの確保などの取組を推進します。

景観計画の策定 未実施 情報収集 情報収集



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針

施
策
の
課
題

今
後
の
施
策
展
開

施策の
進め方 Ｂ：一部見直しが必要である。

施策の
進捗状況 Ｃ：目指す将来像実現に向けて計画より進行が遅れている。

部長評価
コメント

　平成25年度の外部評価において計画策定の必要性を指摘されている。市民の
景観意識向上が必要だが、その方策も含め景観計画策定に向けた準備が必要。

コメント
ボランティア協働での公共施設花飾りや屋外広告物説明会での啓発により市民の
景観意識の向上が図られた、これを「まちづくり・景観形成」や景観計画策定にど
のように反映していくか検討する必要がある。

アダプト・プログラム登録団体数

 公共施設アダプト・プログラム登録団体数の推移は、美しい景観形成に市民、企
業及び行政が一体となって取り組む一事例になるという視点から、登録団体数を
評価指標とする。

　観光交流都市・蒲郡にふさわしい景観の創出と市民への景観意識の向上を目指すため、引き続き既に
景観計画策定をおこなった他市の計画策定状況などの情報収集を行いながら、観光、環境、防災などの
関連する部局とともに、都市景観に関する方向性を検討していきます。
　また、市民ボランティアとの協働による蒲郡駅周辺の花飾り、屋外広告物の規制や違反した簡易広告物
の除却を行い、都市景観の向上を図っていきます。

課長評価

構成事業の
進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

　建物規制に伴う条例等制定面積については、現在、春日浦地区、ﾗｸﾞｰﾅ蒲郡地区、民成地区の地区計画
の面積を実績値として計上しているが、今後、ﾗｸﾞｰﾅ蒲郡地区での地区計画面積の追加や、観光交流都市・
蒲郡にふさわしい景観重点地区の策定を目指す。
　平成19年度から実施している公共施設のアダプト・プログラムの登録団体数は、辞退する団体もあれば新
規に合意する団体もあり、現在16団体となっている。目標達成には、活動の継続と新規登録団体数の増加
が求められる。

　重伝建地区などのまちなみがない本市であるが、市民の都市景観意識の向上を目指し、観光交流都市
として、市民と観光客の心を癒し、潤いを与えることができる、蒲郡市にふさわしい都市景観のあり方につ
いて、市民協働で検討をおこなっていくことが課題となる。

指標名 説明・考え方

建物規制を伴う条例等制定面積

　都市景観を形成する一つの指標として、景観計画に伴う景観重点地区、景観協
定、又は地区計画（地区整備計画）の策定により建物規制を伴う条例等の制定し
た面積を掲げる。これらの条例等により統一感のある街並みの形成やゆとりある建
築物の建築を誘導し、良好な都市景観の形成を目指す。

平成36年度

目標値

実績値

アダプト・プログラム登録団体数
目標値 18団体 18団体 20団体 40団体

実績値 16団体 16団体

173.6ha

実績値 95.1ha 95.1ha 平成32年度

指標名 区分 平成25年度 平成26年度 将来目標

建物規制を伴う条例等制定面積
目標値 95.1ha 95.1ha 95.1ha

平成27年度


